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N1-YOSHIMURA 追加説明

①追加説明

(1)震源位置

四面体要素の重心位置（X,Y,Z）=（-15.9175, -32.585, 1983.4325） （単位m）。

なお、四面体の四つの節点の座標は(X,Y,Z)=（0.75, 0.75, 2000.1）、(-65.92, 0.75, 2000.1)、(0.75, -65.92, 1933.43)、(0.75, -65.92, 2000.1)(単位m)。
(2)観測点の位置

(X,Y,Z)=(0.75, 0.75, 0)の節点における変位を周波数領域で微分して速度とした。

なお、0.75mの端数は要素サイズを66.67mとしたため。座標-15000m～0mの15000mの部分が66.67×225=15000.75mとなっている。
(3)層境界のモデル化

Z=1kmの境界の上下で有限要素の物性値を変えている。

なお、有限要素の節点は境界上（正確にはZ=66.67×15=1000.05m）にある。

